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議
員

本
市
の
水
田
農
業
は
、

栽
培
面
積
や
生
産
量
な
ど
で

県
内
一
を
誇
る
が
、
水
田
農

業
経
営
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

近
年
は
農
業
の

担
い
手
が
不
足
し
て
お
り
、

ま
た
農
業
機
械
の
更
新
費
用

等
が
農
家
の
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

議
員

水
田
農
業
を
維
持
す

る
た
め
、
農
作
業
受
託
組
織

を
育
成
す
る
考
え
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

経
済
部
長

高
齢
化
が
進
む

農
業
従
事
者
の
支
援
組
織
や
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
農
作
業

の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

る
受
託
組
織
の
育
成
・
強
化

が
急
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

城
島
地
区
で
、地
元
、

県
、
市
、
Ｊ
Ａ
湘
南
が
協
力

し
て
設
立
準
備
を
進
め
て
い

る
（
仮
称
）
東
部
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
施
設

運
営
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

育
苗
か
ら
稲
刈

り
・
乾
燥
・
籾
摺
り
調
整
ま

で
の
一
連
の
稲
作
作
業
を
受

託
す
る
施
設
で
、
受
益
エ
リ

ア
は
城
島
、
豊
田
、
大
野
、

神
田
地
区
で
あ
る
。
こ
の
受

託
組
織
は
、
各
種
機
械
作
業

や
事
務
作
業
等
に
必
要
な
一

五
人
程
度
で
の
設
立
・
運
営

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

議
員

東
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
の
設
立
に
向
け
た
今
後
の

予
定
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

設
立
準
備
委
員

会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、
国
へ
の
予
算
要
望
を

は
じ
め
用
地
の
申
請
・
許
可
、

ま
た
、
設
置
工
事
に
伴
う
設

計
・
施
工
等
を
進
め
、
十
九

年
産
米
の
刈
り
取
り
か
ら
の

稼
働
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

議
員

農
業
従
事
者
以
外
の

者
を
対
象
と
し
た
「
平
塚
市

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ー
マ
ー
事

業
」
の
目
的
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

こ
の
事
業
は
、

団
塊
の
世
代
が
大
量
に
退
職

す
る
二
〇
〇
七
年
問
題
を
視

野
に
、
本
市
農
業
の
労
働
力

不
足
を
補
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
農
業
に
従
事
す
る
意

欲
の
あ
る
市
民
を
対
象
に
実

習
農
場
を
開
設
し
、
農
作
業

の
技
術
や
栽
培
技
術
の
習
得
、

農
薬
の
扱
い
方
な
ど
の
研
修

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

議
員

研
修
終
了
後
の
受
講

者
に
は
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長

Ｊ
Ａ
湘
南
の
援

農
者
あ
っ
せ
ん
組
織
と
連
携

し
、
育
成
し
た
研
修
生
を
農

業
実
践
の
場
へ
と
誘
導
し
、

農
業
の
担
い
手
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

議
員

近
年
、
消
費
者
ロ
ー

ン
に
関
連
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
る
が
、
平
塚
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
件
数
を
伺
い
た
い
。

市
民
部
長

消
費
者
ロ
ー
ン

に
関
す
る
十
七
年
度
の
相
談

件
数
は
四
〇
一
件
で
、
全
体

の
十
三
・
八
％
で
あ
り
、
十

六
年
度
よ
り
約
四
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
。

議
員

主
な
相
談
内
容
を
聞

き
た
い
。

市
民
部
長

最
近
の
相
談
内

容
は
、
�
債
務
の
返
済
不
能

に
よ
る
自
己
破
産
の
手
続
き

方
法
、
�
複
数
の
債
務
の
一

本
化
を
勧
め
る
事
業
者
の
信

用
性
、
�
ヤ
ミ
金
融
業
者
か

ら
の
借
り
入
れ
や
執
拗
な
取

り
立
て
へ
の
対
処
法
な
ど
で

あ
る
。

議
員

消
費
者
金
融
の
被
害

者
か
ら
の
相
談
に
市
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

相
談
内
容
が
個

々
に
異
な
る
た
め
、
十
分
な

聴
き
取
り
を
行
っ
た
う
え
で

対
応
し
て
い
る
。
多
重
債
務

に
よ
り
返
済
が
困
難
と
な
る

ケ
ー
ス
で
は
、
専
門
的
な
知

識
や
法
的
手
続
き
が
必
要
と

な
る
た
め
、横
浜
弁
護
士
会
、

神
奈
川
県
司
法
書
士
会
等
へ

の
相
談
を
促
し
、
ま
た
、
特

定
調
停
に
よ
り
債
務
の
解
決

を
希
望
す
る
相
談
者
に
は
簡

易
裁
判
所
を
紹
介
し
、
手
続

き
方
法
等
の
助
言
を
受
け
る

よ
う
に
案
内
し
て
い
る
。
今

後
も
、
弁
護
士
会
や
警
察
等

と
の
連
携
に
努
め
て
い
き
た

い
。

議
員

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
緑
化
を
推
進
し
て
い

る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

現
在
、
本

市
で
は
「
平
塚
市
緑
の
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
開
発
な

ど
に
よ
り
減
少
し
た
緑
を
増

や
し
、
公
園
、
学
校
等
の
公

共
施
設
の
緑
化
や
事
業
所
な

ど
の
緑
化
推
進
を
図
っ
て
い

る
。

議
員

公
共
施
設
の
緑
化
を

推
進
し
模
範
を
示
す
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

駅
周
辺
の

公
共
空
間
へ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

設
置
、
小
・
中
学
校
な
ど
公

共
施
設
へ
の
草
花
の
配
布
な

ど
を
通
じ
、
市
民
の
緑
化
へ

の
意
識
高
揚
を
図
る
ほ
か
、

公
共
施
設
の
敷
地
面
積
の
二

〇
％
以
上
の
緑
化
率
達
成
に

努
め
て
い
る
。

議
員

平
塚
市
緑
の
基
本
計

画
に
お
け
る
屋
上
緑
化
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
考
え
か
。

都
市
整
備
部
長

平
成
十
年

三
月
に
策
定
し
た
平
塚
市
緑

の
基
本
計
画
は
、
緑
化
技
術

の
向
上
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
、
環
境
の
変
化
等
に
よ

り
改
訂
の
必
要
性
が
生
じ
て

い
る
。改
訂
に
当
た
っ
て
は
、

（
仮
称
）
次
期
平
塚
市
総
合

計
画
等
と
の
整
合
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
意
見
を
反

映
し
て
い
き
た
い
。

議
員

子
供
た
ち
の
身
に
危

険
が
迫
っ
た
際
の
保
護
場
所

の
目
印
と
な
る
「
こ
ど
も
サ

ポ
ー
ト
」
看
板
の
設
置
数
を

聞
き
た
い
。

教
育
長

「
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
」
看
板
は
、
平
塚
市
地
域

教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
事
業
活
動
の
一
環
と
し

て
、
現
在
市
内
二
〇
六
〇
か

所
に
設
置
し
て
い
る
。

議
員

「
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
」

看
板
の
設
置
数
を
増
や
す
考

え
は
あ
る
の
か
。

教
育
長

地
域
で
子
供
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
、「
こ

ど
も
サ
ポ
ー
ト
」
看
板
の
重

要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今

後
も
庁
内
関
係
部
課
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
と
も
協
議

し
、
設
置
数
を
増
や
す
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

子
供
の
安
心
・
安
全

を
目
的
と
し
た
、
地
域
力
を

高
め
る
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

学
校
や
地
域
に
根

ざ
し
た
防
犯
活
動
や
青
色
回

転
灯
装
備
車
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
、
現
在
の
取
り
組

み
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
よ
り
正
確
で
迅
速

な
情
報
の
伝
達
方
法
の
工
夫
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
含
め

た
安
全
対
策
事
業
の
推
進
、

企
業
に
よ
る
「
見
守
り
」
活

動
の
依
頼
、
な
ど
を
進
め
て

い
く
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
従

来
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
地

域
の
安
全
を
見
つ
め
直
し
、

活
動
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る

こ
と
で
、
子
供
の
安
心
・
安

全
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
力
活
用
し

防
犯
活
動
継
続

団
塊
の
世
代
対
象
に

実
習
農
場
の
開
設

緑
化
推
進
に
向
け

基
本
計
画
の
見
直
し

義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度

は
、
経
済
的
な
条
件
や
居
住

地
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
義

務
教
育
が
等
し
く
受
け
ら
れ

る
と
い
う
必
要
最
低
限
の
水

準
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可

欠
な
財
政
上
の
制
度
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
今
の
厳
し
い

財
政
状
況
に
よ
り
、
教
育
予

算
の
一
部
を
一
般
財
源
化
す

る
な
ど
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
、
学
校
事
務
職
員
や
学
校

栄
養
職
員
も
適
用
除
外
に
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
一
貫
し

て
と
ら
れ
て
き
た
。

今
後
、
地
方
分
権
や
構
造

改
革
を
理
由
に
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
各
地
方

自
治
体
で
財
源
不
足
が
起
こ

り
、
現
行
の
教
職
員
配
置
や

四
〇
人
以
下
学
級
の
維
持
さ

え
難
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。義

務
教
育
の
水
準
を
維
持

し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
に
は
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

は
必
要
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

平
成
十
九
年
度
も
、
義

務
教
育
制
度
の
根
幹
で
あ

る
、
教
育
の
機
会
均
等
・

水
準
維
持
・
無
償
制
度
の

維
持
に
不
可
欠
な
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

「
二
十
一
世
紀
を
担
っ
て

い
く
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
夢
と
希
望
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
教
育
」を
実
現
し
、

児
童
・
生
徒
を
中
心
に
し
た

多
様
な
学
習
活
動
や
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人

的
措
置
や
施
設
整
備
を
は
じ

め
様
々
な
条
件
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

さ
ら
に
社
会
の
二
極
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
教

育
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
の

諸
施
策
、
義
務
教
育
の
教
科

書
無
償
制
度
の
堅
持
も
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
お
り
、

ゆ
と
り
あ
る
ゆ
た
か
な
教
育
、

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
を
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
保
障

す
る
た
め
に
は
、
教
育
予
算

の
増
額
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

ゆ
と
り
あ
る
ゆ
た
か
な

教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
予
算
を
大
幅
に
増
額

す
る
こ
と

二

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
に
き
め
細
や
か
な
支

援
・
指
導
を
保
障
す
る
た

め
、
教
職
員
定
数
の
抜
本

的
な
改
善
を
行
う
こ
と

三

公
立
諸
学
校
の
施
設
整

備
費
を
増
額
し
、
教
育
諸

条
件
を
整
備
す
る
こ
と

四

義
務
教
育
の
教
科
書
無

償
制
度
を
守
る
こ
と

五

保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
奨
学
金
・
就
学
援
助

の
充
実
を
は
か
る
こ
と

六

地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
財
政
確
立
の
た
め
、

地
方
交
付
税
を
増
額
す
る

こ
と

七

私
学
助
成
を
拡
充
す
る

こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

次次
世世
代代
農農
業業
のの
担担
いい
手手
対対
策策

農農
作作
業業
受受
託託
組組
織織
のの
育育
成成
・・
強強
化化
がが
急急
務務

消消費費者者ロローーンントトララブブルル多多発発

増加する相談件数
本市の対応尋ねる

（�）平成��年（２００６年）�月��日

現現
行行
義義
務務
教教
育育
費費
国国
庫庫
負負
担担

制制
度度
堅堅
持持
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

稲の生育が順調な水田

ひらつか議会だより

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ

公
共
施
設
の
率
先
し
た
取
り
組
み
聞
く

ゆゆ
たた
かか
なな
教教
育育
をを
実実
現現
すす
るる
たた
めめ
、、

教教
育育
予予
算算
増増
額額
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

つる植物による市庁舎の壁面緑化
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「「ここどどももササポポーートト」」看看板板
望望ままれれるる設設置置増増
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